
生活支援体制整備事業広報紙

～これからの地域のあり方を考える～

【生活支援体制整備事業】

今後、私たちが安心して暮らしていくためには、
「ささえ愛（支え合い）のある地域づくり」や「健康寿命を延ばすこと」が必要です。

そのために、各自治体で生活支援体制の充実・強化を行う仕組みが生まれました。
大泉町社会福祉協議会でも、平成31年度より町からの委託を受け、
「生活支援コーディネーター」を中心に、有志が「協議体（話し合う場）」を組織し、
地域の「ささえ愛」推進のための話し合いが始まっています。

「大泉町高齢者世帯数の推移」

第8期大泉町高齢者保健福祉計画
「大泉町老人福祉計画及び介護保険事業計画」より

高齢夫婦世帯

高齢者単身世帯

皆さんは、2025年問題をご存知ですか？

2025年に団塊の世代が後期高齢者となり、介護・医療費などの社会保障費の急増
が懸念されている問題のことです。



※本紙掲載に使用した写真は新型コロナウィルス感染拡大前に撮影されたものも含まれています

絆を育む「ささえ愛」推進のための話し合いの場

大泉町の協議体は、歳を重ねても安心して暮らせる地域の実現に向け、有志で

集まったメンバーで構成されていて、「第１層」「第２層」協議体が存在します。

また、ささえ愛の推進役として「生活支援コーディネーター」が活動しています。

・第１層協議体・・・町全体のことを話し合う場

・第２層協議体・・・北・南・西の３つの中学校区に分かれて、より地域に
根付いた話し合いや調査・研究を行う場

今後は北中地区、南中地区、西中地区の協議体で、それぞれが
「きずな通信」を発行し、より地域に根付いた情報をお届けする
予定です。是非ともご意見・ご感想をお待ちしています。

ささえ愛の地域づくりを目指し、
多様なメンバーで活動しています。
2025年問題を考え、一緒に
活動してくれる方、大歓迎です。

協議体メンバーと生活支援コーディネーター
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